
 
１ 投票の非合利性（損得勘定） 

組織化された集団の票は個人の票よりも大きな影響力を持つため、自分の一票が選挙結果に影響を与

えるという投票の有効性を感じられないと、有権者は投票をしなくなる。 

逆に、自分と同じように行動する人が多数いる 「紐帯」が投票を合利化させる。そのため、政党 ・団

体・地域・親族ぐるみなど集団化が図られることで、特定候補者の得票のみならず、投票率の向上にも

繋がると考えられる。 

 

２ 投票率向上の取組と課題 

投票率が低いということは一部の有権者だけが負託している状態であり、広く有権者からの負託を受

けていると言えるようにするためには投票率を上げていくことが必要である。 

○投票率向上に関する取組のメリットとデメリット 

投票率向上に関する取組にはそれぞれのメリットとデメリットがあるため、一概にどれが最適とは言

い難い。飲食店や小売店等で投票済証を提示すると割引サービスを受けられる 「選挙割」やポイントの

付与等については選挙買収等の問題が、インターネット投票の導入についてはデジタルに弱い人が利用

できないという公平性の問題やセキュリティ対策上の問題が、義務投票制の導入は、投票の自由の侵害

や実施方法に係る問題が、それぞれ指摘されている。 

○選挙のお祭り・勝負ごと化 

また、選挙が複雑なルールに縛られた儀式化しており、堅苦しく面白みがないため、お祭り・勝負ご

とのように賑やかにすることで関心を集めることも一つの方法ではある。台湾総統選やアメリカ大統領

選挙などがその例である。 

ただし、過度な演出やエンターテイメント化により、政策論争が軽視されたり、候補者の人気に偏っ

たりする選挙とならないよう留意する必要がある。 

 

３ 低投票率と高投票率の問題点 

投票率には社会状況や人々の意識が反映されるが、一概に高い方が良い、または低い方が良いとは言

えない。低投票率は、特定の層の意見しか反映されない状態であり、政治に対する無関心や不信感を助

長する可能性もあるが、たとえ名目上投票率が高くても、組織や周りの知人などのしがらみに縛られて

仕方なく投票している人々が多かったり、戦前や戦後直後のような社会が抑圧された状態だったりすれ

ば、民主主義が健全に機能しているとは言えない。 

 

４ 選挙以外の政策回路の重要性 

そのため、投票率の向上に固執するのではなく、選挙以外の民主的な回路を充実させることが重要で

ある。 

政治家は、低投票率という現状を受け止めた上で、選挙以外の方法で民意を把握し、政策に反映させ

る努力をするべきである。 

 

金井 利之 東京大学大学院教授（令和６年１月１９日）
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Ⅰ．ヒアリング資料



1 
 

２
０
２
４
年
１
月
１
９
日
（
金
）

 
１
５
：
０
０
～
１
６
：
３
０

 
都
道
府
県
会
館
５
階

 
 全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

 
都
道
府
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た
課
題
の
調
査
・
研
究

 
 

東
京
大
学

 
金
井
利
之

 
 

投
票
率
を
め
ぐ
る
諸
問
題

 
 １
．
事
務
局
提
示
論
点

 
（
１
）
有
権
者
と
し
て
の
意
識
醸
成
等

 
・
学
校
現
場
に
お
け
る
政
治
や
選
挙
等
に
関
す
る
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

 
・
選
挙
啓
発
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
 
な
ど

 
 （
２
）
立
候
補
者
に
対
す
る
関
心
の
向
上

 
・
多
様
な
人
材
が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進
に
つ
い
て

 
・
各
立
候
補
者
の
情
報
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
 
な
ど

 
 （
３
）
投
票
環
境
の
向
上

 
・
過
疎
地
域
や
移
動
困
難
者
が
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
に
つ
い
て

 
・
高
齢
者
が
投
票
し
や
す
い
環
境
に
つ
い
て
 
な
ど

 
・
投
票
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
に
つ
い
て

 
 （
４
）
選
挙
制
度

 
・

人
口

の
地

域
間

格
差

が
拡

大
す

る
状

況
に

お
い

て
過

疎
地

の
選

挙
区

の
議

員
定

数
を

維
持

す
る

方
策

に

つ
い
て

 
・
被
選
挙
権
に
係
る
住
所
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

 
・
合
区
に
よ
る
一
人
区
の
解
消
に
つ
い
て

 
・
中
核
市
な
ど
定
数
が
過
多
と
な
っ
て
い
る
選
挙
区
の
分
割
に
つ
い
て

 
・
電
子
投
票
や
記
号
式
投
票
の
導
入
に
つ
い
て

 
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
導
入
に
つ
い
て

 
・
比
例
代
表
制
・
制
限
連
記
制
の
導
入
に
つ
い
て

 
・
投
票
の
義
務
化
に
つ
い
て
 
な
ど

 

2 
 ２
．
投
票
の
非
合
利
性

 
（
１
）
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の
乖
離

 
 
ミ
ク
ロ
に
は
、
あ
る
個
人
が
投
票
し
て
も
し
な
く
て
も
、
誰
に
投
票
し
て
も
、
結
果
は
変
わ
ら
な
い

 
 
 
例
）
当
選
ラ
イ
ン
が
１
０
０
０
票
だ
と
し
て
も
、
１
／
１
０
０
０
の
価
値
し
か
な
い

 
 
全
て
の
人
間
が
同
じ
よ
う
に
考
え
て
同
じ
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
、
マ
ク
ロ
的
に
は
投
票
結
果
は
変
わ
る

 
 
 
↓

 
 
自
分
と
同
じ
よ
う
に
行
動
す
る
人
が
多
数
い
る
と
い
う
「
紐
帯
」
が
投
票
を
合
利
化
＝
投
票
率
上
昇

 
 
 
個
々
人
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
投
票
率
向
上
お
よ
び
特
定
候
補
の
得
票
に
繋
が
る

 
 
 
 
政
党
・
個
人
後
援
会
、
企
業
・
団
体
・
地
区
・
親
族
ぐ
る
み

 
 
投
票
率
向
上
の
た
め
の
方
策
は
、
有
権
者
個
人
の
組
織
化

 
 
し
か
し
、
合
利
的
個
人
な
ら
抜
け
駆
け
す
る
は
ず
→
組
織
に
よ
る
投
票
行
動
へ
の
監
視
は
必
要

 
 
 

(秘
密
投
票
な
ら
ば
当
該
候
補
に
投
票
し
な
い
こ
と
は
可
能
だ
が
、
デ
フ
ォ
ル
ト
の
力

) 
 （
２
）
低
投
票
率
に
お
け
る
投
票
結
果
の
不
当
性

 
 
投
票
す
る
人
 
①
そ
も
そ
も
合
利
的
に
損
得
勘
定
の
判
断
が
で
き
な
い
人
 

 
②
個
人
と
し
て
の
投
票
の
自
由
が
欠
如
し
て
い
る
人
（
他
人
に
縛
ら
れ
る
人
）
 
組
織
票

 
 
投
票
し
な
い
人
 
①
合
利
的
で
あ
る
か
ら
そ
も
そ
も
投
票
し
な
い
②
他
人
に
縛
ら
れ
ず
に
自
由
に
判
断

 
 
投
票
の
自
由
の
な
い
諸
個
人
に
よ
る
組
織
票
が
過
大
に
「
民
意
」
と
し
て
選
挙
結
果
に
反
映

 
 
つ
ま
り
、
低
投
票
率
の
選
挙
・
住
民
投
票
の
結
果
に
は
「
民
意
」
を
示
す
正
当
性
は
欠
如

 
 （
３
）
高
投
票
率
に
お
け
る
投
票
結
果
の
不
当
性

 
 
投
票
率
向
上
＝
①
合
利
的
判
断
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
、
②
多
数
の
人
が
縛
ら
れ
て
い
る
状
態

 
 
 
①
の
場
合
に
は
、
民
意
を
公
平
に
示
し
て
い
る
が
、
衆
愚
の
民
意
→
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

 
 
 
②
は
合
利
的
な
組
織
の
柵

(＝
個
別
組
織
利
益
追
求

)に
よ
る
歪
ん
だ
「
民
意
」

 
 
 
①
の
場
合
に
、
「
想
像
の
共
同
体
」
の
妄
念
に
縛
ら
れ
て
、
②
の
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る

 
 
投
票
率
が
向
上
し
て
も
投
票
結
果
の
不
当
性
は
変
わ
ら
な
い

 
 
強
制
投
票
制
・
投
票
義
務
制
で
名
目
的
に
投
票
率
を
向
上
さ
せ
て
も
、
正
当
性
は
高
ま
ら
な
い

 
 （
４
）
有
権
者
の
非
合
利
性
＝
合
理
性
？

 
 
個
人
の
損
得
勘
定

(合
利
性

)を
超
え
て
、
集
団
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
こ
と
自
体
へ
の
価
値
＝
公
共
性

 
 

→
理

想
的

「
市

民
」

な
ど

は
存

在
し

得
る

の
か

？
現

実
に

は
難

し
い

の
で

、
「

市
民

／
主

権
者

教
育

」
 

 
→
誰
が
「
市
民
／
主
権
者
」
を
教
育
＝
創
造
？
 
既
存
権
力
者
が
似
非
「
市
民
」
「
主
権
者
」
を
作
る

 
 
非
合
利
人
間
が
、
個
人
を
無
視
し
て
、「

意
識
高
い
系
」
と
し
て
、
公
共
性
や
集
団
性
を
持
ち
出
す

 
 
 
→
滅
私
奉
公
・
国
家
主
義
・
民
族
主
義
・
共
同
体
主
義
・
共
和
主
義
・
君
主
主
義

 
 
 
 
 
独
裁
制
を
支
え
る
選
挙
制
 
選
挙
独
裁

 
 
非
合
利
的
＝
非
合
理
的
人
間
が
投
票
し
、
低
投
票
率
で
支
配
体
制
を
再
生
産
す
る
の
が
選
挙
独
裁
制
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3 
 ３
．
勝
負
事
と
選
挙

 
（
１
）
勝
負
事
と
娯
楽

 
 
人
間
の
「
愚
劣
」
な
感
情
 
公
正
さ
を
装
う
不
平
等
へ
の
飽
く
な
き
邪
念

 
 
他
人
が
勝
負
を
争
っ
て
い
る
の
を
見
る
の
は
そ
れ
自
体
と
し
て
楽
し
い

 
 
勝
負
事
を
し
な
け
れ
ば
勝
者
も
敗
者
も
存
在
し
な
い

(人
類
皆
平
等

) 
人
為
的
に
勝
敗
・
格
差
創
出
し
て
、
そ
れ
を
楽
し
む
と
い
う
醜
さ

 
 
 
例
）
パ
ン
と
サ
ー
カ
ス
の
う
ち
の
サ
ー
カ
ス
の
部
分
＝
闘
牛
、
殺
し
合
い

 
例
）
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
将
棋
麻
雀
、
ゲ
ー
マ
ー

 
例
）
ア
イ
ド
ル
の
推
し
 
結
局
、
売
れ
る
こ
と
を
目
指
す
勝
負
事
と
し
て
観
覧

 
 
応
援
し
て
も
何
の
得
に
も
な
ら
な
い
の
に
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
し
て
応
援

 
  
も
ち
ろ
ん
、
勝
負
事
で
は
な
い
サ
ー
カ
ス
・
エ
ン
タ
メ
・
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
参
加
も
あ
る

 
 
 
純
粋
に
見
て
聞
い
て
、
楽
し
い
、
美
し
い
、
良
い
、
素
晴
ら
し
い
、
感
動
す
る
・
・
・

 
 
 
 
 
し
か
し
、
実
は
、
よ
り
よ
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
し
て
し
ま
う

 
 
 
→
エ
ン
タ
メ
興
業
自
体
を
勝
負
事
化
す
る
 
例
）
Ｍ
－
１
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
、
歌
合
戦
 

 
 （
２
）
政
治
権
力
闘
争

 
 
政
治
権
力
闘
争
と
い
う
勝
負
事
を
見
る
の
は
楽
し
い
か
？
 
政
治
オ
タ
ク

 
 
 
選
挙
が
勝
負
事
と
し
て
楽
し
い
？
 
勝
敗
の
帰
趨
が
不
明
な
と
き

(接
戦
・
競
争

) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
競
争
と
し
て
レ
ベ
ル

(？
)が

両
者
全
体
で
向
上
す
る

 
 
 
 
所
詮
、
趣
味
・
フ
ァ
ン
の
世
界
だ
か
ら
選
挙
オ
タ
ク
に
と
っ
て
の
み
楽
し
い
 

 
 
 
 
 
 
投
票
率
は
低
く
て
当
た
り
前
 
例

)Ａ
Ｋ
Ｂ
の
セ
ン
タ
ー
を
巡
る
「
総
選
挙
」

 
 
 
政
治
と
い
う
勝
負
事
は
選
挙
だ
け
で
は
な
い
、
選
挙
は
勝
負
の
ほ
ん
の
一
点

 
 
 
 
→
大
河
ド
ラ
マ
・
歴
史
小
説
的
な
興
味
？
 
歴
史
オ
タ
ク

 
 
政
治
家
の
政
策
決
定
が
自
分
の
生
活
に
影
響
す
る
か
と
考
え
る
と
、
と
て
も
楽
し
め
な
い
？

 
 （
３
）
勝
負
事
と
損
得
勘
定

 
 
勝
負
事
を
合
利
化
し
て
、
損
得
勘
定
の
み
に
置
き
換
え
る
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
博
打

 
 
 
例
）
勝
ち
馬
投
票
 
投
票
は
あ
る
馬
を
推
し
て
い
る
か
ら
と
は
限
ら
ず
、
払
戻
・
配
当
・
返
戻
目
当
て

 
 
 
 
→
勝
負
事
を
見
る
の
で
は
な
く
、
勝
負
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る

 
 
 
 
 
 
競
馬
で
は
、
出
走
馬
・
騎
乗
者
・
馬
主
の
勝
負
事
を
見
て
娯
楽
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
馬
券
購

 
入
者
自
体
が
勝
負
事

(賭
け
事

)を
し
て
い
る

 
 
勝
負
事
自
体
が
非
合
利
的
に
楽
し
い
の
か
、
勝
負
事
を
合
利
的
に
楽
し
ん
で
い
る
の
か
？

 
 
 

(但
し
、
公
営
賭
博
は
射
幸
性
が
低
い
の
で
、
合
利
的
な
人
間
は
参
加
し
な
い
、
や
は
り
、
非
合
利
人

) 
 
政
治
・
選
挙
と
い
う
勝
負
事
に
参
加
す
る
人
が
多
く
な
け
れ
ば
、
民
主
政
治
・
選
挙
は
成
立
し
な
い

 
 
 
い
わ
ゆ
る
な
り
手
不
足
問
題

 

4 
 ４
．
選
挙
と
い
う
お
祭
り

 
（
１
）
ま
つ
り
ご
と

 
 
「
政
」
は
本
来
「
ま
つ
り
ご
と
」
で
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
「
お
祭
り
騒
ぎ
」

(と
き
に
厳
粛
な
祭
事

) 
 
選
挙
は
そ
の
よ
う
な
お
祭
り
騒
ぎ
の
な
か
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
つ

 
 
諸
外
国
の
選
挙
で
も
、
通
常
は
、
フ
ェ
ス
の
よ
う
な
お
祭
り
騒
ぎ

 
 
 
例

)台
湾
総
統
選
、
例

)ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙

(予
備
選
挙
・
党
員
集
会
・
全
国
党
大
会
・
本
選

) 
 

 
日
本
で
も
当
初
は
「
お
祭
り
」
の
延
長
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

 
 
例

)
太

田
忠
久

『
む

ら
の

選
挙

』
三

一
書

房
、

1
9
7
5
年

 

 
 
→
い
つ
し
か
、
荘
厳
・
作
法
・
儀
式
の
み
の
「
公
式
行
事
」
化
 
お
通
夜
・
お
葬
式
化

 
 
 
 
 
つ
ま
ら
な
い
、
面
白
く
な
い
、
意
味
が
な
い
、
堅
苦
し
い
、
面
倒
く
さ
い
、
カ
ネ
は
掛
か
る

 
 
 
 
 
官
僚
制
化
 
公
職
選
挙
法
・
選
挙
部
官
僚
・
選
管
プ
ロ
職
員
の
秘
技
の
世
界
へ
 

 
 （
２
）
祭
り
の
参
加
者

 
 
例
）
阿
波
踊
り
：
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
 
お
祭
り
は
踊
る
側
の
方
が
、
見
る
側
よ
り
盛
り
上
が
る

 
 
 
実
際
に
は
、
実
行
委
員
会
と
し
て
仕
切
る
側
も
い
る
 
興
業
利
権
構
造

 
 

 
 
選
挙
管
理
・
啓
発
側
 
本
来
は
興
業
を
主
催
・
仕
切
る
役
割
、
観
客
動
員
の
低
下
、
利
権
な
し

 
 
候
補
者
 
祭
り
・
フ
ェ
ス
へ
出
演
す
る
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」

(「
政
治
は
可
能
性
の
ア
ー
ト
」

) 
 
 
 
 
 
候
補
者
及
び
そ
の
後
援
会
・
支
持
母
体
・
政
党

 
 
 
 
 
 
候
補
者
同
士
の
賞
レ
ー
ス
 
利
権
・
権
力
を
巡
る
勝
負
事
、
実
利
が
懸
賞
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
政
治
家
や
支
持
団
体
は
盛
り
上
が
っ
て
上
気

(世
間
か
ら
は
浮
き
上
が
っ
て
い
る

) 
 
投
票
者
 
賞
レ
ー
ス
へ
の
投
票
で
あ
る
が
、
候
補
者
の
「
競
技
・
演
技
」
を
ほ
と
ん
ど
見
る
機
会
は
な
い

 
 
 
 
 
 
 
観
戦
も
し
て
い
な
い
の
に
投
票
を
求
め
ら
れ
る
理
不
尽
さ

 
 
 
 
 
 
 
各
候
補
者
が
バ
ラ
バ
ラ
に
公
約
を
掲
げ
る
だ
け
で
は
、
競
技
会

(勝
負
大
会

)に
な
ら
な
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本
当
は
討
論
会
・
立
会
演
説
会
の
よ
う
な
勝
負
事
が
必
要

 
 
疑
似
観
客
 
有
権
者
は
選
挙
期
間
中
に
報
道

(テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど

)に
間
接
的
に
接
す
る
程
度

 
 
 
 
 
 
 
宣
伝
カ
ー
 
騒
音
公
害
な
の
で
縮
小
傾
向

 
 
 
 
 
 
 
街
頭
演
説
会
場
に
聴
衆
と
し
て
立
ち
止
ま
る
の
は
僅
か
 

 
声
援
を
飛
ば
す
と
逮
捕
さ
れ
る
、
聴
衆
は
狙
撃
者
と
し
て
潜
在
的
犯
罪
者
・
警
戒
対
象

 
 
 
 
 
 
 
 
小
泉
旋
風
が
例
外
、
通
常
は
、
候
補
者
が
「
聴
衆
」
を
動
員

 
 
観
客
 
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
く
ら
い
 
例
）
観
戦
記
者
→
読
者
を
間
接
・
疑
似
観
客
に
す
る

 
ネ
ッ
ト
速
報
、
テ
レ
ビ
の
「
選
挙
特
番
」、

新
聞
・
雑
誌
で
の
選
挙
報
道

 
 
 
 
 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
観

(光
)客

が
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
面
は
あ
る

 
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は
、
選
挙
に
参
加
も
し
な
い
し
、
実
利
が
懸
か
っ
て
い
わ
け
で
も
な
い
く
せ
に
、 

選
挙
報
道
に
向
か
っ
て
高
揚
す
る
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5 
 ５
．
政
策
過
程
の
な
か
の
投
票
率

 
（
１
）
公
職
選
挙
の
過
剰

 
 
選
挙
は
政
策
過
程
の
な
か
の
一
点
に
過
ぎ
な
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
重
が
大
き
す
ぎ
る

 
 
選
挙
に
対
す
る
関
心
だ
け
を
高
め
て
投
票
質
向
上
を
図
る
こ
と
は
、
砂
上
の
楼
閣

 
 
 
例

)新
藤
宗
幸
『
選
挙
し
か
な
い
政
治
家
・
選
挙
も
し
な
い
国
民
』
岩
波
書
店
、

20
00

年
 

 
 
 
選
挙
制
度
改
革
・
内
閣
機
能
強
化
後
の
政
治
家
・
政
党
は
選
挙
し
か
考
え
な
い

 
 
 
 
 
選
挙
に
勝
て
ば
良
い
民
主
主
義
→
政
権
を
執
れ
ば
内
閣
機
能
強
化
＝
官
邸
主
導
＝
一
強

 
 
 
 
し
か
し
、
国
民
と
し
て
は
関
心
の
持
ち
よ
う
も
な
く
、
選
挙
へ
の
諦
観
・
忌
避
が
充
満

 
  
自
治
体
は
首
長
制
に
よ
り
、
国
政
よ
り
先
に
、
選
挙
独
裁
制
が
し
や
す
い

 
 
選
挙
勝
者
総
取
り
と
し
て
、
過
大
な
権
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
政
策
過
程
を
歪
曲

 
 
 
行
政
職
員
は
、
と
も
か
く
公
選
職
政
治
家
の
言
う
こ
と
に
阿
諛
追
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
 
選
挙
を
廃
止
し
て
も
改
善
し
な
い
、
政
治
家
の
権
力
が
存
在
す
れ
ば
そ
れ
に
従
う

 
 （
２
）
選
挙
以
外
の
政
策
回
路
の
重
要
性

 
 
公
選
職
を
選
抜
す
る
選
挙
は
重
要
な
仕
組
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
は
見
当
た
ら
な
い

 
 
し
か
し
、
選
挙
と
い
う
回
路
以
外
の
補
完
的
仕
組
が
必
要

 
 
 
例

)レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム

(住
民
投
票

) 
選
挙
同
様
に
低
投
票
率
も
あ
り
う
る
、
正
当
性
も
そ
の
程
度

 
 
 
 
 
激
し
い
争
点
で
投
票
率
は
高
く
な
る
傾
向
、
し
か
し
、
住
民
投
票
は
合
理
的
と
は
限
ら
ず

 
 
 
例

)世
論
調
査
 
調
査
方
法
次
第
の
面
が
あ
る
、
調
査
の
偏
り

 
 
 
例

)専
門
家
 
全
く
民
主
的
正
当
性
は
な
い
、
知
的
権
力
に
よ
る
支
配

 
御
用
学
者
に
よ
る
単
な
る
多
数
権
力
者
へ
の
お
墨
付
き

v
s
る
少
数
派
へ
の
配
慮
？

 
 
 
例

)団
体
 
利
益
集
団
の
圧
力
・
陳
情
は
重
要
で
あ
る
が
、
選
挙
以
上
に
柵
の
世
界

 
過
剰
代
表
・
既
得
権
益

 
 
 
例

)自
発
的
市
民
参
加
・
住
民
参
加
 
プ
ロ
市
民
、
声
の
大
き
な
市
民
、
参
加
す
る
比
率
は
僅
か

 
 
 
例

)市
民
陪
審
・
市
民
委
員
会
 
抽
選
で
市
民
代
表
を
選
出
 
選
挙
制

v
s
抽
選
制

 
 
 
例

)訴
訟
、
苦
情
・
不
平
・
オ
ン
ブ
ズ
 
行
政
実
施
現
場
で
の
異
議
申
立
に
よ
る
政
策
変
更

 
 
 

 
（
３
）
低
投
票
率
耐
性

 
 
選
挙
以
外
の
政
策
過
程
の
民
主
的
回
路
が
あ
れ
ば
、
低
投
票
率
で
の
正
当
性
の
低
下
も
耐
え
う
る

 
 
 
そ
の
意
味
で
は
（
２
）
を
進
め
る
こ
と
が
、

(３
)に

も
有
用

 
 
 
 
無
理
に
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
必
要
は
な
い
、
投
票
率
を
向
上
さ
せ
て
も
正
当
性
は
高
ま
ら
ず

 
選
挙
勝
利
が
全
て
で
は
な
い
、
当
選
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
何
を
し
て
も
言
い
訳
で
は
な
い

 
 
選
挙
で
全
て
の
白
黒
決
着
が
つ
く
わ
け
で
は
な
い

 
公
選
職
の
当
選
は
、
あ
く
ま
で
、
政
策
論
議
に
直
接
に
参
画
す
る
資
格
が
与
え
ら
れ
た
だ
け

 【
以
上
】
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